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経

人数

43

業

現業
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鉄骨・現場
責任者 34年

30

業

"'^鬼鬼^

女

ボイラー業務'^^

営業

45

経理事務

験

2

スポーツ用品卸
問屋の営業10年

2

55

看護婦

3

子

手取賃金
(月収)

電線加エエ

刈爽
路

60

保

4

10年

300,000円

設備・保全

29

職業紹介状況(3月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

看護婦

人

5

150,000円

一般・総務・人
事事務 8年

母

35

マルケイ
推せん状況

29年

巧0,000円

8 30~17.00

般事務

婦人・総合

項目

32

9年

/、

140,000円

8.30~17.00
(日・祝)

保母

48

器.幽

160,000円

8.30~17.00
(日・祝)

看護婦

規
間有効

55

(4月)

奈良市内
通

8年

100,000円

一般事務

規

求

間有効求職者

奈良市内
通

規模

7年

130,000円

9.00~18.00
(日・祝)

区分

求

奈良市内
通

14年

住所

不問

奈良市消寳者物価指数

人

100,000円

9 00~17.00
(日・祝)

効

不問

職

通勤範囲
内通

20年

100,000円

生駒市

9 00~17.00
(日ヰ勵

配偶者
の有無

求

者

奈良市内
通

不問

150,000円

奈良市

9.00~17.00
(日・祝)

総

者

不問

人

奈良市内
通

数

天理市

9 00~16.00
(日・祝)

第140号掲載分

1月

有

子歴

不問

倍

奈良市内
通

奈良市

上昇率

有

対前月比

128.5

中卒

男

奈良市内
通

率

不問

奈良市

2月

2月(昭和50年=100)

有

3,867

高卒

.

584
1,498

不問

奈良市

高卒
普通免許

資格

有

130.1

女

134

ノレート
セーノレス希望

0.5

奈良近辺
通

不問

0

奈良市

474

有

1,989

旧中卒

310

前年比%

不問

旧中中退ボイラー1級
危険物4類、消防設備士

食料

750

奈良市

有

179

不問

6,3

12

乗客数 3月

462

奈良市

1,878

局Z輕幽休.U御Ⅸは十"'1'日動務
訓練校経理事務科卒

有

住居

奈良市

354

121 4

中卒 日勤希望
准看護婦免許

無

82

178
0.39

高卒
保母資格

有

月別

摘要

光

124.2

125.0

高小卒日勤制希望
看護婦免許

無

(国鉄奈良駅・奈良交通)
国鉄奈良駅

(総理府統計局)

熱

2

旧中卒

乗

被服

128.6

125.3

月

3

奈良交通名所めぐり

月

客

雑費

369,596

130.フ

133.2

奈良公園

乗客

451,732

奈良県倒産状況

奈良・法隆寺
西ノ尿

(人)

138.1

130.フ

4,541

月別

乗

11,135

138.フ

摘要

2

客

月

1,535

3月

件数

3

帝国興信所

1時日務休勤(
本

00
)

Π
祝

0
日
0
(

8

市良
通

奈

00
)

Π
祝

0
日
0
(

9
.

23
82
951

営

員

04

営

9
ρ

3
3
221
2

目
に
主
月
葉
、
山
時
鳥
、
初
鰻
・
:
。

見
る
も
の
す
べ
て
か
生
き
生
き
と
み

え
る
爽
や
か
な
季
節
に
な
ー
し
九
。

コ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
旅
行
に

出
か
け
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
▼
こ
の
時
に
感
じ
る
の
は
や
は
り

健
康
の
有
難
九
さ
、
病
気
し
た
り
事

故
に
あ
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ

ん
▼
当
所
て
は
、
こ
の
よ
う
な
病
気

や
事
故
に
あ
っ
九
と
き
に
備
え
、
日

本
団
体
生
命
と
の
提
携
に
よ
り
医
療

俊
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
▼
安
い

掛
金
て
幅
広
い
補
償
が
得
ら
れ
、
し

か
も
手
続
き
は
簡
単
て
す
。
詳
細
を

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
共
済

担
当
ま
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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推
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編
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責
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印
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大
型
店
進
出
対
策
融
資
な
ど

各
種
融
資
実
施
中

大
型
店
進
出
対
策
融
資
を
は
じ
め

各
種
融
資
制
度
を
次
の
要
項
て
実
施

し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
担

当
課
又
は
当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま

て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
郭
工
又

中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度

マ
貸
与
対
象

昌
て
一
年
以
上
同
事
業
を
営
む

企
業
て
あ
っ
て
、
従
業
員
二
0
人

以
下
の
企
業
(
小
売
業
卸
売
業

サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
以
下
)
※
建

設
業
は
除
く
。

マ
貸
付
限
度

二
0
万
円
以
上
孟
0
0
万
円
以
下

マ
貸
付
利
息

貸
与
設
備
額
の
残
高
に
対
し
五
%

マ
保
証
金

貸
与
設
備
縛
の
一
号
(
完
済

時
に
全
額
返
済
)

▽
貸
与
期
問

四
年
半

マ
償
還
方
法

一
年
据
置
四
年
均
等
半
年
賦
償

マ
申
込
期
問

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
目

標
額
西
億
三
千
万
円
)
達
成
ま

て
。

マ
問
合
せ
先

奈
良
目
原
企
業
振
興
公
社
(
T

E
L
⑳
六
六
0
-
内
七
六
)
又
は

当
所
永
企
業
相
談
所
(
T
E
L

靈
ハ
一
三
己

マ
担
保
・
保
証
人

す
べ
て
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

要
す
。

▽
戻
期
問

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
目

標
額
(
二
億
円
)
達
成
ま
て
。

▽
そ
の
他

当
所
て
融
欝
象
者
を
条
い
た

し
ま
す
。

マ
問
合
せ
先

需
工
労
働
部
金
融
課
(
T
E
L

三
 
0
じ
又
は
当
所
朱
企

業
相
談
所

昭
和
郭
年
度

大
型
店
進
出
対
策
融
衞
度

マ
貸
付
対
象

大
型
店
の
営
業
開
始
等
の
影
響
に

対
処
し
、
経
営
の
合
理
化
、
近
代

化
等
を
行
う
永
小
売
業
者
て
次

の
要
件
を
備
え
九
者

①
大
型
店
が
営
業
開
始
等
を
行
う

日
の
一
年
以
上
前
か
ら
営
業
を
行

つ
て
い
る
こ
と
0

②
大
型
店
が
営
業
開
始
等
を
行
う

日
か
ら
原
則
と
し
て
二
年
以
内
に

資
金
を
必
要
と
す
る
も
の
。

マ
貸
付
限
度

倫
資
金
二
0
0
0
万
円

運
転
資
金
-
0
0
0
万
円

マ
貸
付
利
息

年
七
・
ニ
%

マ
貸
付
期
間

設
備
資
金
七
年
以
内

運
転
資
金
五
年
以
内

マ
償
還
方
法

割
賦
償
還

▽
据
付

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

て
に
据
付
が
終
る
も
の
。

マ
保
証
人

二
名
以
上
(
原
則
と
し
て
県
内
に

住
居
を
有
す
る
も
の
)
※
法
人
の

場
合
は
三
名
以
上

当
所
朱
企
業
相
談
所

昭
和
肪
声
又

奈
良
県
小
売
商
業
高
度
化

資
金
貸
付
制
度

昭
和
鶚
飯

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

貸
付
制
度

マ
貸
付
対
象

県
内
て
一
年
以
上
中
小
小
売
業
を

営
む
企
業
及
び
事
業
協
同
組
合
等

▽
貸
付
率

店
舗
の
設
置
又
は
改
造
に
必
要
と

謂
ら
れ
る
費
用
の
二
分
の
一
以

内
。

マ
貸
付
限
度

一
企
業
四
0
0
万
円
以
下

▽
貸
付
利
率

無
利
息

▽
償
還
方
法

六
力
月
す
え
置
後
、
三
年
六
力
月

以
内
の
均
等
半
年
賦
償
還

▽
提
出
書
類

0
奈
良
県
小
売
商
業
高
度
化
資
金

貸
付
申
請
書

0
店
舗
の
設
置
又
は
改
造
計
画
書

及
び
設
備
の
明
細
書

0
過
去
二
年
度
の
決
算
書
又
は
所

得
税
青
色
申
告
決
算
書

マ
保
証
人

二
名
以
上
(
県
内
に
住
居
を
有
す

る
者
)
※
法
人
は
三
名

マ
申
込
期
問

昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
て
。

▽
そ
の
他

貸
付
対
象
企
業
・
店
舗
に
つ
い
て

条
件
が
あ
り
ま
す
の
て
当
所
ま
て

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

県
金
融
課
又
は
当
所
朱
企
業
相

談
所
ま
て
。

▽
貸
付
対
象

県
内
て
一
年
以
上
同
事
業
を
営
む

中
小
企
業
者
て
あ
る
こ
と
。

マ
貸
付
率

貸
付
対
象
設
備
購
入
費
の
二
分
の

一
以
内
。

マ
貸
付
限
度

二
0
万
円
以
上
三
1
雫

マ
貸
付
利
率

無
利
子

▽
貸
付
期
問

す
え
置
期
間
を
含
み
五
年
以
内
。

マ
返
済
方
法

一
年
す
え
置
き
、
四
年
間
均
等
年

賦
償
還
。

マ
保
証
人
・
担
保

二
名
(
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住

を
有
す
る
も
の
)
※
法
人
の
場
合

二
名

▽
申
込
期
問

昭
和
辛
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
て

▽
問
合
せ
先

八
0
年
代
の
お
客
づ
く
り

女
性
客
を
ど
ぅ
と
ら
え
る
か

<
な
ぜ
い
ま
女
性
客
な
の
か
>

こ
の
と
こ
ろ
に
わ
か
に
ー
と
思

え
る
の
だ
が
ι
性
に
桑
ツ
ト

が
当
っ
て
き
た
。
女
性
時
代
の
到
来

な
の
だ
そ
う
て
あ
る
。
律
が
主
役

の
市
場
て
、
女
性
は
常
に
脇
役
て
あ

つ
た
か
ら
、
ひ
の
き
餐
台
へ
出
ら
れ

る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
は
結
構
な
こ

と
だ
。が

、
何
か
も
う
ひ
と
つ
釈
然
と
し

な
い
。
と
い
う
の
は
、
低
成
長
期
て
、

モ
ノ
が
売
れ
な
く
な
っ
突
め
に
、

0
そ
う
い
え
ぱ
女
か
い
た
0
 
と
い
う

程
度
の
浮
上
の
仕
方
て
は
、
あ
ま
り

に
な
さ
け
な
い
か
ら
て
あ
る
。

一
流
企
業
が
、
こ
れ
か
ら
は
女
性

参
加
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
、
な
ど

と
公
言
す
る
の
を
聞
く
と
、
そ
れ
て

は
、
今
ま
て
誰
を
対
象
に
し
て
モ
ノ

を
作
り
、
売
っ
て
い
た
の
か
と
、
驚

く
ば
か
り
て
あ
る
。

市
場
て
モ
ノ
を
買
い
、
ま
た
は
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
は
、
大
多

数
が
女
性
な
の
だ
二
説
に
よ
れ
ば

そ
の
数
は
九
八
%
と
い
わ
れ
る
)
。
女

性
が
存
在
す
る
か
ら
、
モ
ノ
が
売
れ

る
の
て
あ
る
。
こ
の
事
実
が
、
ど
ぅ

い
う
わ
け
か
無
視
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

今
日
、
男
性
し
か
買
わ
な
い
、
な

ど
と
い
う
商
品
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無

流
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岡
橋
葉
子

(

と
い
う
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
糧
用
と

い
う
商
品
て
す
ら
、
女
性
客
が
買
っ

て
い
る
の
て
あ
る
。
女
性
客
を
と
ら

え
る
こ
と
な
く
し
て
、
商
売
が
成
功

し
な
い
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。

<
女
性
客
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
む
た
め

の
提
案
>

タ
ー
ゲ
ッ
ト
九
る
女
性
客
の
像
を

ひ
と
こ
と
て
表
現
す
れ
ば
、
。
ヒ
マ

持
ち
、
モ
ノ
持
ち
"
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
戦
後
生
ま
れ
の
人
た
ち
が
、

人
口
の
六
0
%
を
占
め
、
一
世
代
前

な
ら
王
侯
貴
族
て
も
手
に
て
き
な
か

つ
九
生
活
を
体
験
し
て
い
る
。
し
か

も
そ
れ
は
苦
労
し
て
闘
い
取
っ
た
、

な
ど
と
い
、
ミ
の
て
は
決
し
て
な
く
、

す
て
に
し
つ
ら
え
ら
れ
九
、
当
然
の

も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
。

一
方
、
メ
ー
カ
ー
の
送
り
出
す
商

品
は
、
六
0
、
七
0
年
代
の
よ
う
に
、

生
活
の
革
新
に
な
る
よ
う
な
も
の
は

出
現
し
な
い
て
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
、
今
ま
て
知
り
、
使
っ
九
こ

と
の
あ
る
商
品
に
、
プ
ラ
ス
、
何
が

し
か
の
機
能
の
あ
る
も
の
、
と
い
う

程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

と
な
れ
ぱ
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

は
、
買
い
替
え
の
需
要
し
か
な
い
わ

け
て
あ
る
。
モ
ノ
持
ち
の
彼
女
ら
の

ー
ト
を
つ
か
む
商
品
と
は
、
特
別

の
、
新
し
い
商
品
て
は
な
く
、
彼
女

ら
が
よ
く
知
り
つ
く
し
た
商
品
の
う

ち
、
よ
り
多
目
的
な
機
能
の
あ
る
も

の
、
ま
た
は
、
彼
女
ら
の
生
活
を
、

よ
盆
昆
か
に
す
t
の
な
の
て
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
店
舗
は
、
自
店
の
客

が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
明
確
に

知
り
、
そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

商
品
や
情
報
を
提
供
て
き
る
か
、
生

活
提
案
を
ど
う
行
え
る
か
、
に
か
か

つ
て
く
る
0

<
売
れ
る
店
の
条
件
)

八
0
年
代
は
競
争
と
存
亡
の
時
代

て
あ
る
(
す
て
に
そ
れ
は
あ
ち
こ
ち

て
現
象
と
な
っ
て
い
る
)
。
こ
の
時
代

に
、
小
売
業
が
適
正
な
生
産
性
を
あ

げ
る
九
め
に
は
、
か
な
り
の
努
力
が

必
要
て
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
て
も

才
.

2

(
ι
,
^
叩
を
提
供
す
る
場
だ
け

て
は
な
い
。
商
品
の
も
つ
効
用

や
情
報
を
ど
れ
だ
け
客
に
伝
達

て
き
る
か
。
接
客
術
も
含
め
て

一
歩
先
き
を
行
く
先
見
性
が
問

わ
れ
て
く
る
。

④
コ
ス
ト
商
品
の
売
価
だ

け
の
こ
と
て
は
な
い
。
店
舗
の

璽
も
含
め
て
、
す
べ
て
に
説

乍
荏
か
あ
り
納
得
て
き
る
も
の

て
あ
る
こ
と
0

⑤
コ
(
ク
ォ
)
り
テ
ィ
④

と
⑤
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り

立
つ
。
よ
い
商
品
を
よ
り
適
正

な
得
て
、
永
続
的
に
提
供
て

き
る
こ
と
。
小
売
業
の
使
命
て

も
あ
る
。

以
上
、
限
ら
れ
た
紙
面
て
述
べ
た
。

地
域
の
女
性
客
の
徹
底
的
研
究
を
行

う
こ
と
。
こ
れ
が
ま
ず
第
一
歩
な
の

は
、
い
う
ま
て
も
な
い
。

そ
の
条
件
を
五
つ
静
て
み
ょ
う
。

筆
者
な
り
に
こ
れ
を
「
五
つ
の
0
コ
0

の
条
件
」
と
名
付
け
た
。

①
コ
ン
セ
プ
ト
自
店
は
地

域
の
女
性
客
に
対
し
て
、
何
を

な
し
得
る
か
、
と
い
う
明
確
な

主
張
を
も
つ
こ
と
。
自
店
の
固

有
の
顔
を
つ
く
る
こ
と
。
よ
く

い
わ
れ
る
業
種
業
態
の
確
立

と
は
こ
の
こ
と
て
あ
る
。

②
コ
ン
プ
リ
ー
ト
今
後
の

ハ
イ
コ
ス
ト
の
瑞
の
中
て
は
、

ム
ダ
は
許
さ
れ
な
い
。
徹
底
し

た
経
営
施
策
の
実
行
を
す
べ
き

て
あ
る
。

③
コ
、
、
三
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン

岡
橋
葉
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
現
在
籍
ジ

ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
耀
中
0

メ
ー
カ
ー
、
霊
、
店
舗
か
ら

消
費
の
立
場
ま
て
内
外
の
情
勢

を
幅
広
く
、
足
て
歩
い
た
餓

的
ル
ポ
を
得
意
と
す
る
。
著
書

に
「
女
心
を
と
ら
え
る
商
法
L

(
誠
文
堂
新
光
社
刊
)
な
ど
が

あ
る
。
明
治
屋
籍
問
題
研
究

会
メ
ン
バ
ー
、
日
本
ヒ
ー
ブ
協

議
会
<
吾
貝
日
本
旅
行
作
家
協

会
△
吾
見

3
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人
の
使
い
方

や
る
気
を
出
さ
せ
適
材
適
所
に

誰
し
も
経
験
す
る
こ
と
だ
が
、
人

間
が
仕
事
を
す
る
場
合
大
別
し
て

二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
て
行
う
も
の
だ
。

こ
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
、
職
場

の
仲
間
に
迷
惑
が
か
か
る
か
、
ヱ
か
、

家
族
を
養
う
に
は
ど
ぅ
し
て
も
こ
の

仕
事
を
や
り
と
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
等
々

が
こ
れ
て
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
自
分
か
ら
や
り
た

い
と
い
う
積
極
的
な
気
持
か
ら
す
る

も
の
だ
。

面
白
そ
う
だ
か
ら
ぜ
ひ
や
っ
て
み

九
い
と
か
、
自
分
の
腕
を
み
か
く
う

え
か
ら
も
や
り
た
い
と
い
っ
九
よ
う

な
も
の
が
こ
れ
て
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
者
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
外
か
ら
の
圧
力
と
か
、
外

部
の
蛋
に
よ
t
の
て
あ
る
か
ら
、

賃
金
と
か
、
仲
問
か
ら
の
信
頼
と
か
、

昇
進
と
い
っ
た
外
か
ら
の
報
酬
を
期

待
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
仕
事

を
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
す
て
に
満

足
感
が
あ
る
か
ら
、
と
く
に
外
か
ら

の
報
酬
は
必
要
て
は
な
く
、
そ
の
仕

事
が
う
ま
く
い
く
と
か
、
自
分
の
能

力
の
向
上
を
意
識
て
き
る
と
か
も
人

の
賞
賛
を
受
け
る
と
か
い
っ
た
こ
と

に
な
れ
ば
満
足
感
も
ひ
と
し
お
大
き

く
な
る
0

コ
ル
フ
と
か
マ
ー
、
シ
ャ
ン
と
か
の

自
分
か
ら
す
す
ん
て
す
る
遊
び
て
ょ

い
成
績
を
と
る
と
、
非
常
に
よ
い
気

分
に
な
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
て
あ

る
0そ

れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の

仕
事
に
と
り
組
む
気
持
と
報
酬
と
の

関
係
は
、
人
を
使
う
立
場
の
者
は
よ

く
心
得
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
て

あ
る
。す

な
わ
ち
、
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
っ
九
気
持
て
行
う
仕
事
に
対

し
て
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
場
合

必
ず
精
神
的
な
い
し
は
物
質
的
な
報

酬
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
心
掛
け

ね
ぱ
な
ら
な
い
。

だ
い
九
い
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
っ
九
気
持
て
行
う
仕
事
は
、
単

純
く
り
返
し
作
業
と
か
、
危
険
を
と

も
な
う
作
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
精

神
的
、
肉
体
的
に
苦
痛
を
と
も
な
う

仕
事
が
少
な
く
な
い
ぱ
か
り
か
、
外

か
ら
の
圧
力
な
ど
か
ら
行
う
仕
事
て

あ
る
と
い
う
こ
と
て
、
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
も
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
て

あ
る
。と

は
い
っ
て
も
、
自
分
か
ら
や
る

気
持
を
も
っ
て
行
う
仕
事
に
対
し
て

は
報
酬
の
必
要
が
な
い
と
い
う
訳
て

は
な
い
、
た
だ
、
前
者
の
ほ
う
が
こ

の
報
酬
が
よ
り
大
切
だ
と
い
う
こ
と

て
あ
る
。

も
う
一
つ
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え

な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
当
然
の

こ
と
だ
が
、
て
き
る
こ
と
な
ら
本
人

が
希
望
す
る
仕
事
に
つ
か
せ
る
こ
と

だ
。

こ
の
ほ
う
が
報
酬
も
含
め
管
理
が

し
や
す
い
か
ら
て
あ
る
こ
と
は
説
明

の
要
は
あ
る
ま
い
。

三

な
お
、
こ
れ
ま
て
の
報
酬
の
与
え

方
を
み
る
と
、
と
か
く
管
理
す
る
側

か
ら
み
九
物
指
し
、
九
と
え
ぱ
、
こ

の
仕
事
は
重
要
な
も
の
だ
と
か
、
誰

に
て
も
て
き
る
楽
な
仕
事
だ
と
か
と

つ
た
も
の
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

いる
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
、
前
述
の

こ
と
か
ら
す
る
と
考
え
な
お
す
必
要

が
あ
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

(
商
工
中
金
倉
経
営
誤
所

内
田
知
己

曾
上
電
゛
'
ミ
誕
凹
凹
゛
ミ
胃
瓢
鞍
角
誕
゛
凹
畔

^
゛
、
・
堅
1
μ
一
擇
^
、
,
i
、
,
屯
、
"
^
上
^

"
^
包
払
袖
角
角
再
角
角
雪
、
雪
雪
小
鼎
戸
知
朽
舌
、
無
、
雪
弔

噺
に
勅
使
見
へ
初
む
花
馬
酔
木

紅
梅
下
白
丁
神
馬
を
ひ
き
ゆ
け
り

落
椿
重
り
合
ひ
て
日
を
仰
ぐ

春
光
の
み
な
ぎ
る
瀬
波
眼
に
泌
み
て

春
昼
や
杉
箸
軒
の
日
に
並
び

同
門
の
よ
し
み
の
宴
や
花
あ
し
び

杉
木
立
ふ
も
と
に
野
梅
ち
り
ぱ
め
て

撞
く
鐘
の
音
余
韻
い
つ
ま
て
花
会
式

落
椿
石
仏
の
上
に
表
見
せ

春
鴎
光
と
な
り
て
波
き
ら
＼

夜
半
の
雨
は
れ
て
明
る
き
初
音
か
な

ベ
キ
ユ
ー
に
集
ふ
は
ら
か
ら
春
休
み

、
、
＼ノ花

辛
夷
と
も
に
旅
せ
し
兄
は
亡
き

釣
糸
を
た
る
る
舟
人
や
海
か
す
み

瓦
壁
の
崩
れ
残
り
て
大
ふ
ぐ
り

山
中
三
木
選

(

タ
,

ツ
 
h

瓦
伽
船

区
2へ
阪

斤

綿

会
社
及
び
個
人

・
従
業
員
-
 
0
0
人
以
下
ま
た
は
質

本
金
三
0
0
0
万
円
以
下
の
卸
売

業
の
会
社
及
び
個
人

従
業
員
五
0
人
以
下
ま
た
は
資
本

.

全
0
0
0
万
円
以
下
の
小
売
.

サ
ー
ビ
ス
業
の
会
社
及
び
個
人

企
業
組
合
及
び
協
業
組
合

.・
事
業
協
同
組
貪
同
小
組
合
ま
た

は
商
工
組
合
て
、
共
同
生
産
、
共

同
販
売
等
の
共
同
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
組
合

マ
毎
月
の
掛
金

・
毎
月
の
掛
金
は
、
五
0
0
0
円
、

-
 
0
0
0
0
円
二
五
0
0
0
円
、

二
0
0
0
0
円
の
い
ず
れ
か
を
自

由
に
き
め
て
加
入
て
き
ま
す
。

・
加
入
後
増
・
減
額
が
て
き
ま

す
。

・
加
入
者
は
掛
金
総
額
が
最
高
三

0
万
円
に
な
る
ま
て
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。

マ
共
済
金
の
貸
付
け

加
入
後
六
ケ
月
以
上
経
過
し
た
加

入
者
の
取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売

掛
金
係
等
の
回
収
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

貸
付
条
件
は
、
無
利
子
・
無
担
保

.

無
保
証
人
て
す
。

返
済
期
間
は
、
五
年
(
据
省
期
間

.

入
'
、
.
・
、

、
,

,
一
一一

三
一
、

t 雫

4

(

の
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま

す
。◎

無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
た
場
貪

無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人
て
共

済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
税
法
人
の
特
典

掛
金
は
、
損
金
算
入
(
法
人
の
場

合
)
、
必
要
経
費
算
入
(
個
人
事
業
者

の
場
A
巳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
一
括
前

納
分
も
同
様
に
な
り
ま
す
。

マ
加
入
で
き
る
方

次
の
条
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業

者
て
、
引
き
続
き
一
年
以
上
事
業
を

行
っ
て
い
る
方

従
業
員
三
0
0
人
以
下
ま
九
は
資

.

本
金
一
億
円
以
下
の
工
鉱
業
等
の

そ
こ
て
、
同
制
度
に
つ
い
て
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
致
し
ま
す
。

マ
制
度
の
特
色

◎
掛
金
総
額
の
十
倍
以
内
を
貸
付
け

加
入
者
は
、
積
み
立
て
た
掛
金
総

額
の
十
倍
の
範
囲
内
て
被
害
額
相
当

六
ケ
月
を
含
む
)
て
す
。

貸
付
限
度
額
は
、
掛
金
総
額
の
十

.

倍
に
相
当
す
る
額
か
被
生
晶
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額
に
な
り
ま
す
。

・
共
済
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
場
合

は
、
そ
の
貸
付
額
の
十
分
の
一
に

相
当
す
る
掛
金
額
は
掛
金
総
額
か

ら
差
し
引
か
れ
、
こ
の
共
済
制
度

の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
以
後
の
共
済
金
の
貸
付

け
及
び
解
約
手
当
金
の
支
給
の
場

合
の
計
算
基
礎
と
な
る
掛
金
籍

か
ら
は
除
か
れ
ま
す
。

▽
契
約
の
解
除

加
入
者
は
、
い
?
て
も
契
約
を
解

、し

除
(
任
意
解
約
)
て
き
ま
す
。
事
業

団
は
、
加
入
者
が
掛
金
を
十
二
力
月

以
上
滞
納
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
加

入
者
の
死
亡
・
解
散
な
ど
の
場
合
て

承
継
か
な
か
っ
た
と
き
契
約
を
解
除

し
ま
す
0

加
入
者
が
偽
り
ま
た
は
不
正
の
行

為
に
よ
り
共
済
金
の
貸
付
け
ま
た
は

解
約
手
当
金
の
支
給
を
受
け
、
ま
九

は
受
け
よ
う
と
し
た
時
は
契
約
を
解

除
し
、
解
約
手
当
金
は
お
支
払
い
し

ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
本
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
中

小
企
業
相
僻
〒
E
L
⑳
六
二
一
三

牝
ま
て
お
閻
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(

5
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中小企業者の方々にとって、経営上
の災難、それは取引先企業の倒産て
はないてしょう力、取引先企業の倒
産て受ける影響にはいろいろありま
すが、なかても売掛金債権の回収難
か一番の問題てす。中小企業倒産防
止共済は、このような困蝉に直面し
た中小企業者の方々のお役に立てる
制度てす。

奈良会議所ニュース昭和55年5月10日(毎月1回10口発行)
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企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょう・・・・・
一国内および世界各国の特許・実用新案・意匠・商標一、ロ.、ーコ=

特田内外 言国
f土所長弁理士蔦 子弁理士,、

弁理士
大1 町2丁目9番地
(堺 東側ハラダビル8F)

227-5535~5557

C,

日帰りから海外旅行まで旅のことなら太気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号
(株) 旅行奈良営業所読売
奈良市高天町18 TEL0742⑳5221~2

奈良商工会議所中小企業相談所顧問 1相談日木曜日 1

奈良会議所ニュース

田

市東
本町北
'話大

方矢 1テ

昭和55年5月10日(毎月1回10日発行)

Ξ^^
言冗ワで

事務
田正人
森正博

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行

本店
支

社長野村正雄
市下 町8

.大安寺.西大寺・学園前・東生駒・天理
小泉)・高田・桜井・桜井北・橿原

五条.下市.上市・大阪(北区南森RD



,
ポ
ー
ト
博
右
よ
ろ
し
く

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
当
所
を
訪
問

来
年
三
月
に
開
幕
す
る
神
戸
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
同
協
会
が

実
施
し
て
い
る
「
自
動
車
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
の
一
行
が
、
先
日
七
日
、
当

所
を
訪
れ
九
。約

二
力
月
間
に
わ
た
り

、

東
示
か
ら
九
州
ま
て
を
駆
け
回
タ

ポ
ー
ト
博
0
 
の
P
R
に
努
め
る
0

ち
な
み
に
、
一
行
の
中
て
ひ
と
き

わ
目
立
つ
の
が
増
水
愛
弓
さ
ん
(
二

0
)
と
牧
田
朋
子
さ
ん
(
二
二
の

二
人
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
ガ
ー
ル
0
 
全
国

一
千
人
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た
神

ー
ボ
ー
ト
ビ
ア
,
引

戸
市
長
の
「
全
権
大
使
L
 
と
し
て
精

力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ヘ

i

戴
侵
■

、
、
、
特
別
相
談
{
至

'

ι

前
売
入
場
券
発
売
中

来
年
三
月
二
0
日
よ
り
一
八
0
日

闇
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
「
神
戸

"
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
L
 
(
ポ

ー
ト
ピ
ア
釘
)
は
現
在
着
々
と
開
催

凖
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
前
売
入
場
券
の
予
約
受
付
を

次
の
要
項
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
九
。
こ
希
望
の
方
は
お
早

め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

マ
発
売
期
間

昭
和
五
十
五
年
七
月
三
十
一
目

永
企
業
が
倒
産
寸
前
の
事
態

に
直
面
し
た
場
合
、
倒
産
に
伴
う

社
会
的
混
乱
を
未
然
に
防
止
す
る

必
要
か
ら
創
設
さ
れ
た
「
倒
産
防

止
特
別
相
談
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

同
相
談
室
は
、
商
工
調
停
士
、

弁
護
士
、
経
理
士
及
び
事
務
局
て

構
成
さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
恐

れ
の
あ
る
永
企
業
者
か
ら
の
相

談
を
受
け
て

イ
当
該
宗
企
業
者
の
財
務
内

容
等
の
把
握

口
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処

含
'

゛

ま
て

▽
発
売
場
所

当
所
二
階
事
務
無
務
課

マ
料
金

大
人
一
六
0
0
円

(
当
日
券
二
0
0
0
円
)

高
校
生
-
0
0
0
円

(
当
日
券
ご
-
0
0
巴

宋
学
生
八
0
0
円

(
当
日
券
-
0
0
0
円
)

▽
賞
品

抽
せ
ん
に
よ
り
金
・
銀
・
銅
の
記

念
メ
ダ
ル
等
が
当
り
ま
す
。

※
そ
の
他
本
件
に
関
す
る
お
問
い

合
せ
は
当
所
総
務
課
ま
て
。

理
ハ
再
建
可
能
か
ど
ぅ
か
の
検
討

及
び
再
建
方
策
の
検
討

一
一
主
倫
者
・
銀
行
等
へ
の
協
力

依
頼

ホ
そ
の
他

②
倒
産
関
倭
令
(
内
整
理
・
和

議
.
会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
)
に

関
す
る
相
談
・
指
導

③
そ
の
他
中
小
企
業
の
倒
産
防
止

に
必
要
な
事
項
革
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度
・
中
小
企
業
信
用

保
険
法
に
基
づ
く
倒
産
関
連
特
別

措
置
・
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊
急

融
資
制
度
等
の
所
蒙
・
推
進
)

※
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
す
る

恐
れ
の
あ
る
方
は
早
め
に
当
相
談

室
ま
て
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L
⑳
六
三
三
代

、
゛

ノ
コ

亀

4

み
あ
と
寮
運
営
協
議
会

当
所
に
自
動
車
を
寄
贈

め量
口、

ソ
、双

こ
の
ほ
ど
、
み
あ
と
寮
運
営
協
議

会
(
河
合
利
喜
蔵
会
長
)
か
ら
当
所

に
自
動
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
同
協
議
会
の
解
散
に
と

も
な
う
剰
余
金
の
一
部
を
あ
て
当
所

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
て
三
月
二
十
八

日
の
引
渡
し
式
に
は
小
林
会
頭
が
列

席
し
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
九
。

店
薫
1
W

支
一
駒

良
柴
5
⑳

/
 
T
 
2

事
辻
田

木
工
店
木
(

士
気
西

災
畿
良
T

防
近
奈

調空装気電

C

事
業
所
内
の

保
有
施
設
に
助
成

財
日
本
児
童
手
当
焚
本

.
異
U

厚
生
省
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

か
ら
、
従
業
員
の
子
ど
も
た
ち
を
預

か
る
事
業
所
内
保
育
施
設
の
安
全
保

育
と
、
健
全
育
成
を
図
る
趣
旨
て
、

)財
日
本
児
童
手
当
恊
会
を
通
じ
て
保

(育
施
設
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行

つ
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
助
成
受
け
付

け
は
本
年
二
月
か
ら
九
月
末
ま
て
の

間
に
行
わ
れ
る
。

本
助
成
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
左
記
ま
て
。

東
示
謬
区
西
麻
布
四
1
工
<
1

三
一
(
第
二
十
八
森
ビ
ル
九
F
)

財
日
本
児
童
手
当
協
会

T
E
L
船
四
九
八
1
四
五
九
一

.

一

.

,'
,
.゛

.
、
.
4

.

ミ

.
、
.

了
1゛
J

■

1

.
風
"
.
゛
'
ケ

.
 
J
 
;

、

.

゛
,、

当

畔

コ
コ

、
、

玉
、

一
一

脚

一
一
一

、

昨
年
七
月
、
査
の
夏
ま
つ
り
協

賛
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た

=
一

、

〆

主
-
ー

、
、
艇
、

,
、

、
=

一
一

闇ゞ
'
、

'
'
,
、

'熹
亀
'
、

食
の
女
王
選
出
大
会

に
お
い
て
第
一
回
の
女

王
に
選
ぱ
れ
九
浦
久
保

幸
代
さ
ん
(
二
三
・
会

社
員
)
〔
写
真
〕
。
最
近
に

一

~

゛

一

一

0

.
一

◎
◎
◎
◎

(
浦
)
三
才

ぐ
ら
い
年
上

て
理
想
の
男

性
か
現
わ
れ

た
ら
す
ぐ
に

て
も
・
:
0
 
新

婚
旅
行
は
ス

イ
ス
。
子
供

は
最
低
二
人

は
ほ
し
い
て

す
。

.

一

.

一

ι

『
地
元
買
物
運
動
」

実
施
中
ノ

(
1
)
趣
味
は
何
て
す
か
。

(
浦
)
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ー
ス
編
み
。

.

.

「
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
、
ふ
れ
あ
う
楽

し
さ
あ
な
た
の
街
て
」
:
・
:
・
。
こ
の

よ
う
な
看
板
を
見
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
査
需

店
街
振
興
連
絡
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
。
地
兀
買
物
運
動
の
キ
ャ
ツ

チ
フ
レ
ー
ズ
て
す
。
あ
な
た
の
街
の

シ
,
ツ
ピ
ン
グ
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

゛ (

お
い
て
も
「
地
元
買
物
運
動
」
て
そ

の
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
な
ど
精
力
的
に

職
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

そ
こ
て
当
ニ
ユ
ー
ス
紙
上
て
も
、

彼
女
の
近
況
な
り
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
試
み
九
0

i

、

◎
◎

第
一
回

奈
良
の
女
王

浦
久
保
幸
代
さ
ん

?
■
^
て
の
評
判
は
ど
ぅ
て
す

信
近

。
フ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
と
か
:

)
0

力

◇

◇

◇

◇

食
の
女
モ
と
い
う
名
声
に
騎
ら

ず
、
う
ぬ
ぼ
れ
も
せ
ず
、
そ
の
態
度

は
控
え
め
て
<
嵒
珍
し
い
ほ
ど
の
や

さ
し
さ
を
も
っ
た
女
性
て
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
好
き
な
人
が

て
き
た
ら
「
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
を

編
ん
て
あ
げ
た
い
」
そ
う
デ
ス
。

0

(
浦
)
特
別
に
変
わ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

て
し
九
。
会
社
の
人
も

そ
の
辺
の
事
情
を
察
し

て
く
れ
九
よ
う
て
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
領
事

当
所
を
訪
問

イ
一

(
1
)
理
想
の
糧
像
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

(
浦
)
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
て
1
的
な

感
じ
の
人
か
理
想
て
す
。

(
1
)
結
婚
に
つ
い
て
ど
う
て
す

先
月
十
七
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総

領
事
ジ
十
マ
ル
デ
ィ
ン
・
ユ
ダ
氏
夫

妻
が
当
所
を
訪
れ
九
。

同
氏
夫
妻
は
、
経
済
担
当
と
し
て

当
所
を
表
敬
訪
問
し
た
も
の
て
、
会

頭
ら
当
所
執
行
部
と
会
談
後
、
春
日

大
社
大
仏
殿
な
ど
を
見
学
。
暑

の
奈
良
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

ト

0

、

)
0

力

"

(
1
)
昨
年
の
七
月
に
奈
良
の
女
王

に
選
ぱ
れ
た
わ
け
て
す
が
、
今
ま
て

に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
あ
な
た
自

身
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か

(
浦
)
女
E
に
選
ば
れ
九
こ
と
を
特

に
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が

今
ま
て
よ
皇
貝
任
感
が
強
く
な
っ
九

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
と
接
す
る
機
会

か
多
く
な
り
良
い
社
会
勉
強
に
な
り

ま
す
。

0

"
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はみんなのもの

に使いましょう

奈良会議所ニュース 昭和郭年5月10日(毎月1回10日発行)

^関西電力(株)奈良 支店
支店長和田善吉

小企業等経営改善資金融資制度
一無担保・無保証人一

本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事
業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推薦て国民金融公庫より無担保・無保証人てお貸しする
ものてす。
貸付対象/常時雇用する従業員の数が、商業・サービス業て

は5人以下、製造業その他ては20人以下の企業て
(注)環境衛生業種(飲食店、理・あること。

美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
融公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/3m万円

率/年7.2%利
済期限/設備 4年以内 必要に応じ6ケ月以内の据返

置きの取扱可均等償還
運転 3年以内 必要に応じ6ケ月以内の据

置きの取扱可均等償還
担保・保Z已＼/不要(信用保証協会の保証もいりません)
出機関/国民金融公庫

※本制度についてのお問い合せは当所中小企業相談所
(TE L⑳6訟2(代まて。)
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、
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当所を訪れた
自動車キャラバン隊」の一行

゛臣'

゛i

頼の大きさ・
電工の
術で式

大切

脈動し、呼吸し、成長する都市の、
生命のシステムをつくる
術の確かさ・・。

近電工は大きな信頼にこたえまず。
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4
月
定
時
総
会
開
催

ι
ワ
意
事
業
計
画
決
ま
る
ー

去
る
4
月
玲
日
当
所
4
階
中
ホ
ー

ル
に
て
、
本
田
部
長
他
(
当
日
出
席

者
幻
名
・
委
任
状
出
席
部
名
)
 
U
名

が
出
席
し
て
4
月
定
時
総
会
開
催
。

士
屋
総
務
副
委
員
長
の
司
会
に
よ

り
、
ま
ず
規
約
に
よ
り
本
田
部
長
を

議
長
に
指
命
。
本
田
議
長
、
以
下
の

議
案
を
議
場
に
諮
り
、
原
案
通
り
可

決
し
た
。

①
昭
和
熨
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
の
件

②
昭
和
肪
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
条
議
の
件

③
委
員
会
構
成
の
件

続
い
て
懇
親
会
に
入
い
り
午
後
8

時
即
分
す
ぎ
散
会
し
た
。

<
新
入
会
員
名
蓮

◎
嘉
瀬
井
忠
継
(
福
徳
物
産
・
代
表

者
)
◎
宮
沢
昌
輔
(
宮
沢
彫
刻
工
房

・
代
表
者
)
◎
稲
葉
圭
司
(
欄
い
な

ば
給
食
・
代
表
取
締
役
)
◎
小
川
裕

司
(
ミ
ャ
コ
電
気
商
会
・
社
長
)
◎

菊
田
義
昭
<
囿
大
和
レ
ン
タ
カ
ー
サ

ー
ビ
ス
・
代
表
取
締
役
)
◎
細
川
武

(
細
川
電
化
・
代
表
者
)
◎
小
林
僖

男
(
奈
良
保
険
セ
ン
タ
ー
・
代
表
者
)

◎
岡
田
純
ズ
絢
保
険
管
理
事
務
所
)

<
卒
業
生
名
蓮

◎
植
原
一
光
(
植
原
梅
月
堂
・
代

表
者
)
◎
新
谷
進
(
新
会
計
事
務

所
.
所
長
)
◎
田
出
実
(
ワ
コ
ー
エ

業
欄
・
常
務
取
締
役
)
◎
田
中
義
也

(
関
西
印
刷
欄
・
社
邑
◎
清
水
宗

一
百
盛
▲
薪
聞
舗
・
代
表
者
◎

中
塚
満
洲
夫
(
囿
あ
こ
や
楽
器
店
.

社
長
◎
山
本
直
明
霖
日
化
学
工

業
側
・
専
務
取
締
役
)
◎
吉
岡
勝
(

若
草
塗
装
鈑
金
欄
・
取
締
役
)

◎
5
月
例
会
(
研
修
委
員
会
担
当
)

日
時
 
5
月
H
日
咽
武
S
Ⅸ2

場
所
当
所
地
下
会
議
室

テ
ー
マ
七
宝
焼
講
習
会

講
師
奥
田
久
氏

<
連
絡
>

1
会
費
納
入
の
依
頼
(
お
願
い
)

ー
.
年
額
2
4
、
 
0
0
0
円

ー
.
5
月
未
日
ま
て
納
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

1
追
申
1

よ
い
よ
本
田
体
制
ス
タ
ー
ト
ノ
.

い
現
下
の
内
外
政
治
経
済
情
勢
は
ア
フ

ガ
ン
・
イ
ラ
ン
問
題
を
中
心
に
、
原

油
価
格
の
上
昇
、
国
際
通
貨
不
安
さ

ら
に
国
内
的
に
は
物
価
騰
貴
と
波
乱

含
み
の
情
勢
下
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
瑳
の
中
て
企
業
経
営
は
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
、
今
程
若
手
経
営
者

の
創
造
的
経
営
努
力
が
必
要
視
さ
れ

る
時
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
九

め
地
域
総
合
経
済
団
体
て
あ
る
会
議

所
青
年
部
の
使
命
と
役
割
は
大
き
く

そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

.
ー
ー
.
ー
ー
、
.
ー
ー
゛
、
.
り
.
Y
 
:
ノ
.
ー
.
チ
.
リ
ι
、
'
り
.
1
、
ー
リ
ー
ー
.
ー
リ
ー
ー

^
^
^
^
一
旦
,
一
^
一
、
^
一
一

冒
 
1
 
-
ー
ー
」
 
1
 
冒
:
■

、

,
,
、
■

『
」
一
[

、
、
"
,
.
゛
,
、

」
、

冒
气
 
1
 
-
ー
ー
ー
冒

.
冒
1
 
-
ー
ー
冒

新
役
員
決
定

(

助
け
る
も
の
を
助
け
る
」

い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
最
も
大
切
な
の

は
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
商
品
構
成

と
最
近
の
よ
う
な
時
期
に
は
低
得

へ
の
自
ら
の
努
力
て
あ
る
。
ス
ー
。
ハ

ー
て
は
そ
の
低
得
政
策
か
ら
本
部

一
括
仕
入
れ
共
量
仕
入
れ
に
よ
る

の
が
一
般
的
て
あ
る
が
、
同
店
て
は
、

商
圏
内
顧
客
の
好
み
を
的
確
に
つ
か

み
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
商
品
を
そ
ろ

え
て
地
域
に
密
着
し
九
商
品
構
成
を

す
る
た
め
に
、
そ
の
必
要
あ
る
商
品

に
つ
い
て
は
一
括
仕
入
れ
を
排
し
、

こ
の
店
独
自
の
仕
入
れ
を
行
う
と
共

す
て
に
報
告
済
の
三
月
二
十
五
日

の
総
会
に
お
い
て
次
の
通
り
決
っ
九

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

会
長
小
林
茂
市

副
会
長
近
東
弘
七
、
開
高
覚

西
田
誠
宏
、
大
東
善
治

杉
本
小
三
郎

理
事
植
田
喜
三
郎
向
出
博

以
上
会
計
理
圭
住
井
恒

(
総
務
委
員
長
植
原

一
光
、
士
祐
、
中
塚
満

洲
男
、
海
保
勝
雄
、

綿

安
弘
、
疋
田
薫
桝
谷
博

行
、
山
岡
一
光
粂
会
部

長
岡
本
栄
一
屍
設
部

長
符
阪
清
一
(
保
健
レ

ク
リ
ー
エ
ー
シ
,
ン
部
長
)

豊
沢
集
(
事
業
委
員
長
、

文
化
部
長
岡
嶋
重
治
(
社

会
奉
仕
部
長
)
奥
田
義
人
、

舟
戸
武
史
、
山
口
直
之
、

中
谷
安
冶
、
一
局
梧
善
次
、

萩
原
正
一
、
臼
井
明
(
会

員
委
員
長
)
、
松
岡
泰
夫

打
谷
久
義
、
阪
本
龍
児
、

沢
井
義
明
、
茨
木
基
則

こ
の
よ
う
に
大
企
業
て
す
ら
、

外
部
条
件
に
胡
座
を
か
く
の
て
な

く
、
そ
こ
か
ら
成
果
を
引
き
出
す

九
め
に
は
、
顧
客
本
位
の
姿
勢
と

そ
れ
を
積
極
的
に
示
す
努
力
が
必

要
て
あ
っ
た
。
勿
論
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
こ
の
こ
と
の
重
要
な

こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
て
八
0
年
代
は
、
需
要

の
大
き
な
伸
び
は
期
待
て
き
な
い

だ
け
て
な
く
、
へ
た
を
す
る
と
経

済
の
停
滞
、
硬
直
化
の
お
そ
れ
が

あ
り
、
も
し
そ
れ
へ
の
対
応
を
間

違
え
ぱ
陶
汰
さ
れ
か
ね
な
い
情
勢

て
あ
る
。
さ
き
ご
ろ
発
表
さ
れ
た

中
小
企
業
白
書
は
、
い
み
じ
く
も
、

永
企
業
に
対
し
、
自
助
努
力
に

よ
っ
て
活
力
を
つ
け
る
よ
う
訴
え

て
い
る
。
「
天
は
自
ら
助
け
れ
る

も
の
を
助
け
る
」
か
ら
て
あ
る
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

三

9

い
る 監

事
上
林
安
彦
、
長

岡
克
、
傑
武
司

常
務
理
事
紺
家
稔

事
業
委
員
会
開
催

四
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
開

催
 
A
後
の
事
業
に
つ
い
て
、
協
議

を
な
し
次
の
通
り
决
定
し
九
。

0
月
例
会
を
隔
月
に
昼
、
夜
各
一
回

づ
つ
計
二
回
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
奇
数
月
に
二
回
実
施
す
る
。

0
倶
楽
部
室
に
B
G
M
を
流
す
装
置

を
取
り
つ
け
る
。
冷
蔵
庫
、
書
棚

を
購
入
。

0
同
奏
=
活
動
を
活
発
に
し
て
、
従

来
よ
り
あ
る
、
ゴ
ル
フ
、
囲
碁

墨
絵
、
俳
句
に
加
え
、
旅
行
、
詩

吟
を
実
施
す
る
。

0
児
例
会
に
は
出
席
返
事
を
出
し
た

も
の
は
必
ら
ず
出
席
し
、
欠
席
に

変
更
す
る
も
の
は
、
前
日
中
に
、

連
絡
す
る
。
連
絡
の
な
い
場
合
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
千
円
を
、

支
払
う
。以上

を
決
め
た
。

今
後
の
予
定

0
五
月
十
三
日
正
午
よ
り
山
本

勇
氏
に
よ
る
「
。
ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
の

話
」
(
仮
題
)
を
拝
聴
す
る
予
定

0
五
月
二
十
七
日
午
後
六
時
よ
り

打
谷
久
義
会
員
の
談
話
を
拝
聴

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

計
行博

設
谷

ニ
チ
イ
一
局
田
店

は
、
同
居
す
る
テ

ナ
ン
ト
店
の
売
上

げ
を
入
れ
ず
に
、

昭
和
五
十
四
年
度

の
売
上
げ
が
百
億

円
を
超
え
て
、
ニ

チ
イ
直
営
の
ス
ー

。
ハ
ー
部
門
の
全
国

C

企

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

百
三
十
六
店
中
の
第
一
位
に
な
っ

た
と
、
去
る
四
月
八
日
付
朝
日
新

聞
(
査
版
)
に
同
店
長
と
の
対

談
と
共
に
報
じ
ら
れ
て
い
九
。

そ
の
対
談
て
、
大
都
市
て
も
な

い
大
和
高
田
市
,
て
、
こ
の
よ
う
な

好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
点
と

し
て
、
同
店
長
は
、
立
地
条
件
と

商
圈
と
商
品
構
成
の
三
点
を
挙
げ

て
い
る
。
前
の
二
つ
は
企
業
外
の

要
因
て
あ
り
、
後
の
一
つ
は
企
業

内
の
要
因
て
あ
る
。

ま
ず
、
奈
良
県
は
、
京
阪
神
の

大
都
市
圏
に
隣
接
し
た
九
め
と
昔

か
ら
水
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
1
平

城
京
が
そ
の
都
市
計
画
の
完
成
を

ま
た
ず
に
遷
都
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
が

水
不
足
て
あ
っ
た
と
い
う
ー
た
め

に
都
市
や
商
工
業
の
発
達
が
遅
れ

て
い
た
か
、
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長

期
以
降
そ
れ
ら
も
漸
く
進
ん
て
き

た
も
の
の
必
ず
し
も
目
覚
ま
し
い

と
云
う
も
の
て
は
な
か
っ
九
。
そ
う

し
た
な
か
て
ば
あ
っ
九
が
査
盆
地

の
北
端
に
位
置
し
県
庁
所
在
地
の
奈

良
市
と
共
に
、
南
部
に
位
置
し
交
通

の
要
衝
に
あ
っ
九
大
和
高
田
市
は
商

業
が
比
較
的
よ
く
発
達
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
あ
る
程
度
の
商
業
集
積

が
あ
名
こ
と
が
ス
ー
。
ハ
ー
の
立
地
と

し
て
の
必
要
条
件
て
あ
る
が
、
ニ
チ

イ
高
田
店
の
場
合
、
同
時
に
そ
れ
が

ま
た
十
分
条
件
を
な
し
て
い
九
わ
け

て
あ
ろ
う
0

ま
た
、
行
政
区
画
か
ら
見
る
と
大

の
に
は
、
立
地
条
件
と
商
圏
が
比
較

的
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
の

は
間
違
い
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ら

は
あ
く
ま
て
「
条
件
」
て
あ
っ
て
、

そ
う
な
り
え
た
直
接
の
「
原
因
」
て

町
 
2

東
川

肺
 
2

ゴ
フ

良
=
 
L

奈
 
T

8

は
な
い
。

(

「
天
は
自
ら
を

ニ
チ
イ
が
高
田
店
の
設
置
計
画
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
傘

下
の
モ
デ
ル
店
と
す
る
と
い
う
強
い

意
向
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
同
社
に
は
当
初
か
ら

非
常
な
力
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
か
え
る
。
勿
論
、
力
の
入
れ
所
は

に
低
価
格
を
指
向
す
る
顧
客
に
応

え
る
た
め
バ
ー
ゲ
ン
の
実
施
に
努

め
る
な
ど
顧
客
本
位
の
営
業
に
徹

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
て
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
姿
勢
や
努
力
は
小
売
業
本

来
の
在
り
方
て
あ
り
、
原
点
て
も

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
企
業
繁
栄
の

「
原
因
L
 
が
こ
こ
に
あ
り
、
そ
れ

は
企
業
外
に
て
は
な
く
企
業
内
に

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
物
語
っ
て

和
高
田
市
は
、
市
の
面
積
が
小
さ
く

ま
九
人
口
も
多
く
な
い
が
、
市
問
を

通
る
国
鉄
線
、
近
鉄
線
二
線
と
国
道

そ
の
他
の
道
路
の
沿
線
に
広
が
る
商

圈
は
広
く
、
ス
ー
。
ハ
ー
な
き
時
代
て

も
市
人
口
の
二
S
二
倍
の
広
さ
を
持

つ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
ス
ー
。
ハ
ー
三

店
が
競
争
共
存
す
る
現
在
て
は
、
そ

れ
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
ょ
い
だ
ろ
う
。

兎
に
角
、
ニ
チ
イ
一
局
田
店
が
開
店

(
昭
五
丁
五
以
後
僅
か
三
年
半

て
同
直
営
店
中
の
一
位
に
な
り
え
九
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税
の
ぺ
ー
ジ

パ
ー
ト
収
入
と
税
金

最
近
は
。
ハ
ー
ト
て
働
く
奥
さ
ん
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
0
 
マ
イ
ホ
ー
ム

や
レ
ジ
ャ
ー
資
金
な
ど
の
九
め
だ
け
て
な
く
、
社
会
と
の
触
れ
合
い
を
持

つ
た
め
に
働
く
、
い
う
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
て
す
。
と
こ
ろ
て
、
。
ハ
ー
ト

に
よ
る
収
入
と
税
金
の
関
係
て
す
が
年
収
が
一
定
額
を
超
え
る
と
、
夫
の

所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
(
二
十
九
万
円
)
が
受
け
ら
れ
な
く
な
う
九
り
、

奥
さ
ん
自
身
に
税
金
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
こ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
0

配
偶
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る
人
と
は

所
得
税
は
、
そ
の
人
の
一
年
間
の

所
得
の
合
計
額
か
ら
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
を
差
引
き
、
そ
の
残
額
に
税
率

を
掛
け
て
計
算
し
ま
す
。

配
偶
者
控
除
と
は
、
通
常
、
夫
が

妻
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
受
け
ら

れ
る
も
の
て
、
夫
の
所
得
か
ら
二
十

九
万
円
を
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま
す

が
、
妻
に
一
定
額
を
超
え
る
所
得
が

あ
る
と
き
は
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

配
偶
者
控
除
が
受
け
わ
れ
る
の
は

次
の
よ
う
な
人
て
す
。

①
自
己
の
勤
労
に
基
.
づ
い
て
得
九

事
業
所
得
、
給
与
所
得
、
退
職
所

得
、
雑
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
合
計
額
が
二
十
万
円
以
下
の
人

②
①
以
外
の
所
得
(
利
子
、
配
当

不
動
産
所
得
な
ど
)
が
あ
る
と
き

と
な
っ
て
い
ま
す
。
。
ハ
ー
ト
収
入
に

よ
る
所
得
が
二
十
万
円
と
い
う
こ
と

は
、
収
入
に
な
お
す
と
七
十
万
円
(

月
舌
約
五
万
八
千
三
百
巴
と
な

り
、
こ
の
額
以
下
て
あ
れ
ぱ
、
夫
の

所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
て
き
ま
す
。

奥
さ
ん
方
の
。
ハ
ー
ト
収
入
が
も
っ

と
多
く
な
り
ま
す
と
、
夫
の
所
得
か

ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
て

き
な
く
な
る
だ
け
て
な
く
、
奥
さ
ん

方
自
身
の
。
ハ
ー
ト
収
入
に
税
金
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
く
ら
か
ら
。
ハ
ー
ト
収
入
に
税
金

が
か
か
る
か
は
、
ど
ん
な
所
得
控
除

が
受
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、通

常
は
、
納
税
者
に
一
律
に
腎

ら
れ
て
い
る
基
礎
控
除
の
二
十
九
万

円
だ
け
の
場
合
が
多
い
の
て
、
。
ハ

ト
に
よ
る
所
得
が
二
十
九
万
円
を
超

え
る
と
、
所
得
税
か
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

所
得
が
二
十
九
万
円
と
い
う
こ
と

は
、
収
入
に
な
お
す
と
七
十
九
万
円

は
そ
の
合
計
額
が
十
万
円
以
下
の

人
③
①
と
②
の
両
方
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、
①
の
所
得
の
半
分
と
②

の
所
得
の
合
計
額
が
十
万
円
以
下

の
人

"

(
月
舌
六
万
五
千
八
百
巴
と
な

り
、
こ
の
額
を
超
え
る
と
所
得
税
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
す

と
上
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
の
場
合

は
七
十
万
円
が
目
安

。
ハ
ー
ト
収
入
に
よ
る
所
乍
侍
は
、
通

常
、
給
与
所
得
に
な
り
ま
す
か
ら
、

奥
さ
ん
方
の
所
得
が
。
ハ
ー
ト
収
入
に

よ
る
も
の
だ
け
て
あ
る
場
合
は
、
年

収
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
差
引
い
た

残
額
が
二
十
万
円
以
下
て
あ
れ
ば
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
て
き

ま
す
。給

与
所
旧
荏
除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
必
要
経
費
な
ど
の
要
素
を
持
っ

て
い
る
も
の
て
、
給
与
の
年
器
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
が
、
年
収
百
二

十
五
万
円
ま
て
は
一
律
に
五
十
万
円

内
職
の
場
合
は
事
業

所
得
と
し
て
計
算
を

と
こ
ろ
て
一
方
「
主
人
が
。
ハ
ー
ト

に
出
る
こ
と
を
い
や
が
る
の
て
、
家

て
内
職
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
奧

さ
ん
方
も
多
い
よ
う
て
す
。
化
粧
品

の
セ
ー
ル
ス
か
ら
、
保
険
の
外
六
X
、

お
茶
お
花
の
お
け
い
こ
と
と
、
、
、
、

シ
ン
の
内
職
ま
て
、
そ
の
内
{
谷
は
多

種
多
様
て
す
。

こ
れ
ら
内
職
に
よ
る
収
入
は
、
。
ハ

ー
ト
収
入
の
場
合
と
違
っ
て
、
通
常
、

蛋
所
得
と
な
り
ま
す
か
ら
、
所
得

金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
と
、
夫

の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
て
き
ま
せ
ん
。

事
業
所
得
の
計
算
烹
は
、
内
職

に
よ
る
収
入
金
額
か
ら
、
そ
の
収
入

を
得
る
た
め
に
要
し
九
す
べ
て
の
経

費
を
差
引
き
ま
す
。
そ
の
残
り
が
事

業
所
得
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
所
得
金
額
が
二
十
九

万
円
を
超
え
る
と
、
夫
の
所
得
か
ら

配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
ぱ
か

り
て
な
く
、
奥
さ
ん
方
自
身
に
所
得

税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

トぞリモ
ろつ奉

三
こ暮

勤
続
三
十
年
で

一
千
万
円
ま
で
無
税

ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「

退
職
」
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
と
き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
て
す

)
、か、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
感

慨
深
い
も
の
て
す
。
退
職
金
に
は
、

所
鴛
と
住
民
税
が
か
か
り
ま
す
が

こ
れ
ら
の
税
金
は
他
の
所
得
と
分
雜

し
て
課
税
さ
れ
、
退
職
金
の
支
給
を

受
け
る
盲
に
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
退
職
金
は
、
長
い
間
の

勤
労
の
対
価
て
あ
り
退
職
後
の
生
活

の
た
め
に
も
大
切
な
も
の
て
す
か
ら

他
の
所
得
よ
り
韓
い
負
担
て
済
む
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
て
、
退

職
金
に
は
ど
の
く
ら
い
の
税
金
が
か

か
る
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
す
0

退
職
所
得
と
は

退
職
所
得
と
は
、
退
職
に
際
し
て

勤
務
先
か
ら
受
け
る
退
職
金
や
一
時

恩
給
な
ど
を
い
い
ま
す
。

退
職
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
、

普
通
は
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
改
め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
「
退
職
所
得
の
受
給

に
関
す
る
申
告
盡
白
」
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
二
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の

税
率
て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
、

そ
の
源
泉
徴
収
税
額
が
正
規
の
計
算

U

入
が
収
税
ト
得
一
所

C

0
、
こ
ノ
ー

、

(

に
よ
る
税
額
に
比
べ
過
不
足
が
生
じ

て
い
る
場
合
や
確
定
申
告
に
よ
っ
て

所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
い
場
合
に

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

、

はま
せ
ん
。

退
職
所
得
の
計
算
は

退
職
金
の
額
か
ら
、
退
職
所
旧
程

除
額
を
差
引
い
た
残
額
の
二
分
の
一

が
退
職
所
得
に
な
り
ま
す
。
こ
の
退

職
所
得
に
、
所
得
税
の
税
率
を
掛
け

九
も
の
が
所
得
税
額
と
な
り
、
住
民

税
の
税
率
を
掛
け
た
も
の
が
住
民
税

額
と
な
り
ま
す
。

退
職
所
得
控
除
額
は

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ

て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
退
職
金
の
額
が
退
職
所
得

控
除
額
の
範
囲
内
て
あ
れ
ば
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

一
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
以
下
の
と

き
勤
続
年
数
X
二
十
五
万
円

た
だ
し
、
こ
の
額
が
五
十
万
円

喬
の
と
き
は
五
十
万
円
と
な
り

ま
す
。

ニ
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る

と
き(勤

続
年
数
1
二
十
年
)
 
X
五

十
万
円
+
五
百
万
円

な
お
、
勤
続
年
数
に
一
年
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
一
年
に

切
上
げ
ま
す
。

例
え
ぱ
、
三
十
四
年
四
か
月
勤
務

し
九
人
が
退
職
し
九
場
合
の
退
職
所

得
控
除
額
は
次
の
よ
う
に
な
ー
す
。

①
勤
続
年
数
は
一
年
喬
の
端
数

を
切
上
げ
て
、
三
十
五
年
と
し
ま

す
。②勤

続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
て

い
ま
す
か
ら
、
前
記
二
の
算
式
に

当
て
は
め
ま
す
と
今
千
五
午

二
十
年
)
 
X
五
十
万
円
+
五
百
万

円
・
千
二
百
五
十
万
円
と
な
り
ま

す
。従

っ
て
、
勤
続
三
十
五
年
て
退

職
し
た
人
は
、
退
職
金
が
千
二
百

五
十
万
円
ま
て
な
ら
ば
、
税
金
は

か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
退
職
者
が
在
職
中
に
け
が

な
ど
に
よ
っ
て
障
害
者
と
な
り
、
そ

れ
が
直
接
の
原
因
て
退
職
し
九
と
き

は
、
通
常
の
退
職
所
得
控
除
額
に
、

更
に
百
万
円
を
加
算
し
た
も
の
が
退

職
所
得
控
除
額
と
な
り
ま
す
。

勤
続
年
数
の
計
算
は

会
社
に
よ
っ
て
は
、
退
職
金
を
計

算
す
る
た
め
の
勤
続
年
数
を
、
例
え

ぱ
、
見
習
社
=
貝
て
あ
っ
た
期
間
は
含

め
な
い
て
、
正
社
員
と
な
っ
て
か
ら

の
期
間
だ
け
と
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
よ
う
て
す
が
、
退
職
所
得
控
除
額

を
計
算
す
る
と
き
の
勤
続
年
数
は
、

そ
の
退
職
金
の
支
払
を
受
け
る
人
が
、

そ
の
会
社
て
実
際
に
引
続
き
勤
務
し

た
期
間
に
よ
っ
て
計
算
す
る
な
ど
、

一
定
の
計
算
甑
が
税
法
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

'
.
、
"J

゛,
'
一
奪

r

会
.
私
、
、
.
一
" '

、
゛

リ

゛
'

,
.
゛

、

、

L

、
'

、
、

、

'
省
'
、

」

(
メ
ー
、
亭
令

当
所
て
は
事
務
機
構
の
改
正
に
と

も
な
い
次
の
通
り
辞
令
を
発
令
し
た
。

(
四
月
一
日
付
)

0
円
城
寺
巧
案
務
指
導
第
一
係

長

0
西
村
武
夫
璽
務
指
導
第
二
係
長

イ
イ

一

←

.
コ '

『

,

'

り
゛

新
会
員

マ
杜
喬
・
大
林
杜
寿
・
南
半
田
東

町
一
三
1
丁
春
日
有
職
一
刀
彫
.

2
-
九
三

マ
学
校
法
人
大
原
学
園
・
大
原
良
一

鳥
見
町
-
 
1
-
 
1
三
・
専
修
学
校

⑬
八
四
四
0

ワ
霊
山
寺
ゴ
ル
フ
練
習
場
・
東
山
円

中
町
三
八
七
三
・
ゴ
ル
フ
練
習

.

場
・
⑬
五
六
六
八

マ
妹
シ
ン
デ
レ
ラ
美
容
室
・
坂
本
富

三
条
町
六
0
六
・
美
容
・
⑳
七

.

、四
三
＼

マ
扇
光
デ
ン
キ
・
住
吉
軍
人
・
学
園

朝
日
町
七
1
-
0
・
電
気
製
品
販
.

⑯
0
五
九
三

▽
日
本
教
育
企
画
妹
・
松
永
登
.

三
条
大
路
-
ー
ニ
ー
ニ
四
・
図
書
教

材
機
器
販
・
図
一
七
五
五

マ
支
助
会
・
福
井
新
一
・
北
市
東
町

四
0
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
⑳
0

0
九

マ
旭
商
事
・
木
村
安
博
・
佐
紀
町
二

六
九
0
 
.
コ
ー
ド
レ
ス
喜
機
販
・

一
七
一
六

マ
妹
植
田
商
店
・
植
田
登
・
川
之

上
突
抜
町
七
・
鶏
卵
卸
・
⑳
三
三

二

i
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